
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立上大久保中学校 ）     学校番号 ２１７                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 「温かい学校 感動あふれる学校」 ・時を守る  ・場を清める  ・礼を尽くす        

          

重 点 目 標 

１ 生徒一人ひとりの実態に応じた確かな学力の育成を図る授業の工夫・改善 
２ 生徒が主体的に活躍し、達成感が味わえる教育活動の推進 
３ 地域の学校を目指した教育活動の推進と積極的な情報発信 
４ 指導力向上を目指した学び続ける教職員と働き方改革の推進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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＜現状＞ 
○全国学力・学習状況調査（R5）では、国語と数

学が全国平均にあと少し、英語は大幅に上回っ
ていた。一方で、市学習状況調査では、全ての
学年において、全教科とも市平均に達していな
い状況である。 

○授業は落ち着いて受けられているが、知識の定
着度や理解度に個人差が見られる。 

＜課題＞ 
○市学習状況調査（R5）の結果概要から、各教科

のどの領域についても課題が見られ、既習事項
の定着が必要である。 

○生徒アンケート（R5）の結果、「家庭学習をし
ている」に対する肯定的な回答が７割強で、前
年度と変わらなかった。市学習状況調査（R5）
では、「家で自分で計画立てて勉強をしてい
る」に対する肯定的な回答は 5 割強で、前年を
4.3%下回った。家庭学習の取り組み方につい
て、その成果が実際のテストに反映できるよう
にするなどの工夫が必要である。 

 
・確かな学力の

育成 
 
 
 
 
 
 
 

①各教科における現況と課題並びに達成
目標の明確化を図り、基礎・基本の
定着を目的とした小テストを各教科
で実施することで家庭学習の習慣化
にもつなげる。 

②定期テスト時の質問教室やスタディサ
プリの積極的な活用を生徒に促す。 

 

①学校評価「授業は楽しくて分かりやす
い」について、肯定的な回答が生徒
95％以上・保護者 80%以上となった
か。（R5 生徒 94%、保護者 69%） 

②市学習状況調査（生活習慣）「家で自
分で計画を立てて勉強をしています
か」について、肯定的な回答が 60%以
上となったか。（R5_1 年 50.0%、2 年
46.3%、3 年 61.9%） 

①学校評価「授業は楽しくて分かりやすい」
に対する生徒の肯定的な回答は 93％、保護
者の肯定的な回答は 66％であり、どちらも
目標値を下回る結果となった。 

②市の学習状況調査「家で自分で計画立てて
勉強をしている」に対する肯定的な回答の
割合は１年 60.1%、2 年 60.6％、3 年 72.0%
であり、全学年で昨年度を 10%以上上回る
結果となった。 

Ｂ 

難易度別のドリル学習を行う時間を教
育課程内に位置付けることで、日頃の
学習習慣を確実に身に付けさせるとと
もに、効果測定を実施することで、各
教科における基礎・基本の定着に努め
る。また、「学習意欲」「読解力」
「コミュニケーション能力」の育成を
本校の重点課題として全教科で積極的
に取り組む。 

 

・基礎学力の定着には継続する
ことが大切で、小中学校の連携
や家庭の協力が必要である。 
・公民館等でも学力に焦点を当
てた取組を検討していきたい。 
・共働き家庭が多い中、保護者
として学習習慣を身に付けさせ
るためにどうしたらよいか苦慮
している。学校だけでなく、地
域の協力も得ながら行えるとよ
いのではないか。 
・ドリル学習に入る前の基礎基
本の定着が必要ではないか。 
・生徒が質問を気軽にできるよ
うにできるとよい。 
・土曜ﾁｬﾚﾝｼﾞｽｸｰﾙの活用を積極
的に PRしていきたい。 

 
・「個別最適な

学び」や「協
働的な学び」
に向けた授業
改善 

 

①「学びのポイント」の視点に基づく授
業改善、生徒一人ひとりの実態に応
じた個別最適な学習の場面を設定す
るともに、生徒同士が協働的な学び
を通して学び合い、高め合える授業
実践を行う。 

②「学びの指標アンケート」の結果を踏
まえ、「主体的な学び」と「ICT の効
果的な活用」に焦点を当てた授業改善
に取り組む。 

①学びの指標アンケート「主体的な学
び」と「ICT の効果的な活用」の項目
について 3.5 ﾎﾟｲﾝﾄ以上となったか。
（R5：主体的な学び 3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ、ICT
の効果的な活用 3.1 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

②学びの指標「学びのﾎﾟｲﾝﾄの意識度」
（教職員）について、Ａ（常に意識し
ている）とする割合が 30%以上となっ
たか。（R5_7%） 

①学びの指標アンケート「主体的な学び」は
3.29 ﾎﾟｲﾝﾄ、「ICT の効果的な活用」は 2.93
ﾎﾟｲﾝﾄであった。昨年度を上回ることはでき
なかったが、R5 並びに R6_1 回目の市平均は
上回っている。 

②学びの指標「学びのﾎﾟｲﾝﾄの意識度」をＡと
した割合は 3%であり、課題を残す結果とな
った。 

Ｂ 

「個別最適な学び」に向け、生徒の一
人ひとりの実態に応じた課題を用意す
ること、並びに生徒が主体的に学習課
題に取り組めるよう毎時間の目標をも
って授業に臨めるようにする。また、
来年度新設する「学校ＤＸ推進委員
会」を中心に ICT を積極的に活用した
学び方・教え方改革に取り組む。 
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＜現状＞ 
〇生徒アンケート（R5）の結果、「学校生活は楽

しい」に対する生徒の肯定黄な回答は 94％、市
学習状況調査（R5）「学校に行くのが楽しい」
の質問に肯定的な回答をした生徒の割合は、91%で
あった。 

○市学習状況調査（R5）において、「難しいこと
でも、失敗をおそれないで挑戦しています
か」、「自分には、よいところがあると思いま
すか」に対する肯定的な回答は市平均とほぼ同
程度であり、自尊意識に関する項目は概ね肯定
的な回答をしている生徒の割合は高い。 

〇施設・設備に係る安全点検は定期的に行われて
いるが、老朽化している箇所も増え、修繕に十
分対応できていない。 

＜課題＞ 
〇自己肯定感や自己有用感を高めるために、達成

感を味合わせられる生徒主体の取組をより多く
の場面で継続的に行っていく必要がある。 

○生徒一人ひとりの状況を踏まえ、より適切な支
援体制を構築していく必要がある。 

〇定期的な安全点検に加え、事故を未然に防ぐ視
点をもった危機管理意識を高めていくことが必
要である。 

 
・生徒が主体的

に活躍する教
育活動の実施 

 
 
 
 
 

①学級活動、生徒会活動、学校行事等に
おける生徒による話し合い活動を活
性化し、生徒自身が決めた内容を盛
り込んだ取組を積極的に実施する。 

②朝礼等の際に、生徒会本部や各生徒委
員会独自の取組を発表したり、呼び
掛けを行ったりできる場を設けるこ
とで、生徒による主体的な企画運営
ができる力を身に付けさせる。 

②行事後の振り返りを通し、自分自身の
行動に責任がもてるエージェンシー
の育成を図る。 

 
 

①学校評価（教職員アンケート）「学級
活動」「学校行事」「生徒会活動」に
ついて、肯定的な回答が 95%以上とな
ったか。（R5:学級活動 85%、学校行
事 87%、生徒会活動 90%） 

②学校評価（保護者アンケート）「行事
を通じて子ども達の個性や能力を高め
るように努めている」について、肯定
的な回答が 95%以上となったか。
（R5_89％） 

③心と生活のアンケートにおける「信頼
自己」の項目の割合が 17 ﾎﾟｲﾝﾄ以上と
することができたか。 
（R5_16.4 ﾎﾟｲﾝﾄ） 

①学校評価（教職員）の特別活動における肯
定的回答は「学級活動」92%、「学校行事」
89.6%、「生徒会活動」100%であり、全ての
項目で前年度を上回った。 

②学校評価（保護者）「子ども達の個性や能
力を高めるような、魅力的な学校行事を実
施している」に対する肯定的な回答は 93%
で、昨年度の結果を上回ることができた。 

③心と生活のアンケートにおける「信頼自
己」の項目の割合は 16.1 ﾎﾟｲﾝﾄ（R7.1 月実
施）であり、昨年度を下回る結果となっ
た。 

Ａ 

次年度も引き続き、学級活動・委員会
活動・学校行事等において、生徒が主
体的に企画・運営できる機会を積極的
に設ける。また、朝礼等を利用した各
委員会の活動報告や発表を行うことも
積極的に推し進める。 
より多くの生徒が携わっていく機会を
増やしていくことで、自己肯定感や自
己有用感を高め、達成感をもてる教育
活動を推進する。併せて、各活動後の
振り返りを通してエージェンシーの育
成も図っていく。 

 

・生徒が行事に一生懸命取り組
んでいるのは教職員の指導の成
果だと思う。 
・生徒が主体的に活躍できる行
事を継続して行ってほしい。 
・Sola るーむの成果が出ている
のはよい。 
・不登校生徒の人数、体育の水
泳の授業での見学生徒はどうい
う状況なのか。また、プールの
維持管理費はどうなっているの
か。 
  

・生徒一人ひと
りを大切にす
る安心・安全
な支援体制の
推進 

 
 
 
 
 

①心と生活のアンケートやスクールダッ
シュボード等を活用し、生徒理解に
努め、積極的な生徒指導・教育相談
を心掛け、教職員間の情報共有を密
にしながら、生徒の実態に応じたき
め細やかな対応を行う。 

②生徒一人ひとりの状況に応じた支援を
行うために、さわやか相談室での相
談体制と Sola るーむでの学習支援を
積極的に推進する。 

③修繕箇所等については、関係課等と連
携しながら迅速な対応を行う。 

①市の学習状況調査の「学校に行くのが
楽しい」に対する肯定的な回答が昨年
度を上回ることができたか。 

②学校評価（生徒・保護者アンケート）
「教育相談」に係る質問に対する肯定
的な回答が 90%以上となったか。 

③学校評価（教職員アンケート）「組織
運営」について、肯定的な回答が 80%
以上となったか。（R5_66%） 

④学校評価（教職員アンケート）「施
設・設備の管理」に対する肯定的な回
答が 80％以上となったか。 
（R5_68.9%） 

①市の学習状況調査の「学校に行くのが楽し
い」に対する肯定的な回答は、昨年度を
1.9%下回る結果となった。 

②学校評価「教育相談」に対する肯定的な回
答は生徒 97%、保護者 86%であった。 

③学校評価「組織運営」に対する肯定的な回
答は 93.1%であり、昨年度を大きく上回るこ
とができた。 

④学校評価「施設・設備の管理」に対する肯
定的な回答は 82.7%であり、昨年度を上回る
ことができた。 

Ａ 

生徒全員が安心して学校生活が送れる
ように、生徒指導・教育相談における
全教職員の共通理解・共通行動の徹底
を図る。併せて、さわやか相談室や校
内教育支援センター（Sola るーむ）
等も活用し、生徒や保護者の要望に真
摯に向き合いながら、生徒一人ひとり
を大切にした対応に努める。毎月の安
全点検を確実に実施・対応するととも
に、教室棟東側トイレ改修工事が円滑
に進むようにしていく。 
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＜現状＞ 
〇市学習状況調査（R5）の「今住んでいる地域の

行事に参加していますか」や「ボランティア活
動に参加したことがありますか」に対する肯定
的な回答は、どちらも市平均を 4%程度下回って
いる。一方、「地域の人たちは、自分たちを見
守り、支えてくれている」に対する肯定的な回
答は、市平均を 1.4%上回っている。 

○朝のあいさつ運動やチャレンジスクール等の
様々な場面で、PTA や地域の方々に多大な協力
をいただいている。 

＜課題＞ 
○学校運営協議会で熟議した内容を具体的な方策

にしていく必要がある。 
○学校だよりやホームページに加え、生徒の活躍

している様子を地域に積極的に発信するための
手段等について検討する必要がある。 

 
・地域の学校を

目指した教育
活動の推進 

 
 
 
 

①学校運営協議会において、生徒を地域
で活躍させる方策について検討を重
ね、具体的な手立てを決定する。 

②地域や公民館の活動、避難場所運営訓
練等への生徒のボランティア活動への
参加を促す啓発活動を行う。 

③大久保東公民館と連携した中学生向け
の防災講座を円滑に進める。 

①市学習状況調査「今住んでいる地域の
行事に参加していますか」に対する肯
定的な回答 60%以上（R5_51.5％） 

②学校評価（地域アンケート）「生徒や
教職員は積極的に地域行事へ参加して
いる」に対する肯定的な回答 70％以
上（R5_63%） 

③避難場所開設訓練への生徒参加数 50
人以上（R5_28 人） 

①市学習状況調査「今住んでいる地域の行事
に参加していますか」に対する肯定的な回
答は 53.3%であり、昨年度は上回ることがで
きた。 

②学校評価「生徒や教職員は積極的に地域行
事へ参加している」に対する肯定的な回答
60％であり、昨年度を下回った。 

③避難場所開設訓練への生徒参加は 33 人で、

昨年度は上回った。 

Ａ 

学校運営協議会での意見を基に、学校
外での生徒の活動場面を増やすための
方策を検討していく。また、大久保東
公民館の防災講座を核として、防災教
育の視点から避難場所運営訓練への生
徒の積極的な参加を推進していく 

 

・公民館としては来年度も継続
して防災を切り口にした講座を
実施していきたい。 
・ボランティアに参加している
生徒を褒めてあげてほしい。ま
た、生徒の活躍している様子等
を生徒自身が PR を行ってみて
はどうか。 
・生徒が地域で活躍している様
子を見る機会が増えたように思
うので、各方面への PR はでき
ていると思う。 
・防災に係る取組への生徒の参
加がもっと増えるとよい。 
・青少年育成の方でも、生徒の
活躍の場について検討してい
る。 

 
・地域への積極

的な情報発信 
 
 
 
 
 

①本校ホームページ（ブログ）による情
報発信を週 2～3回の頻度で行う。 

②関係小学校の学校運営協議会、青少年
育成地区会、関係公民館運営協議委員
会等の場を利用し、地域の方々に本校
の教育活動についての情報発信を行
う。 

①ブログの掲載や公民館に生徒作品の展
示など、積極的に生徒や学校の様子を
地域に発信できたか 

②学校評価（保護者・地域アンケート）
「学校は、学校だより等で学校の様子
を伝え、開かれた学校づくりをすすめ
ている」に対する肯定的な回答が 95%
以上となったか。 
（R5 保護者 95%、地域 74%） 

①HP のブログへの掲載 100 回（R7.2.14 現
在）、大久保東公民館での生徒作品の展示
や吹奏楽部の発表を行った。 

②学校評価「学校は、学校だより等で学校の
様子を伝え、開かれた学校づくりをすすめ
ている」に対する肯定的な回答は保護者
92%、地域 75%であり、昨年度と大きくは変
わらなかった。 

Ａ 

HP に掲載する情報について、特に徒
が活躍している場面を積極的に発信で
きるように更新していく。また、学校
だよりだけでなく、生徒が活躍してい
る場面を保護者や地域の方々に見ても
らう機会を増やせるよう検討してい
く。 

4 

＜現状＞ 
○本年度から、「『学びのポイント』の視点に基

づく授業改善（ICT を活用した学びの推進）」
をテーマにした研究を行っている。 

○授業時における ICT の活用に差が見られる。 
○勤務時間の削減を始め、働き方改革を実感でき

ない状況が見られる。 
＜課題＞ 
○生徒自らが ICT を活用しながら、主体的に学習

に取り組めるような授業づくりを推進していく
必要がある。 

○業務の一層の効率化並びに軽減が必要である。 

 
・指導力向上を

目指した学び
続ける教職員 

 
 
 
・業務の効率化

並びに軽減に
向けた働き方
改革の推進 

①キャリア振り返りシートに基づいた受
講奨励を行い、研究発表会や研修会へ
の参加を積極的に推進する。 

②各教科で、生徒の実態に応じた指導方
法を研究し、積極的に公開・研究授業
を設け、本校独自の授業スタイルを構
築する。 

③業務の見通しをもち、To Do リストの
活用、定時退勤日の設定、年休の取得
日数１０日以上の設定等、メリハリの
ある勤務を推進し、在校時間の削減や
働き方改革を進める。 

①全教職員が研究発表会または研修会に
参加できたか。 

②「学びのポイント」の視点に基づく授
業改善に向けた公開・研究授業を実施
するとともに、本校独自の授業スタイ
ルを構築できたか。 

③「教員等の勤務に関する意識調査」に
おける負担感・多忙感が 80％以下
（R5_92.3％）、学校業務改善の取組
の肯定的な回答 60％以上となった
か。（R5_42.3％） 

①ほぼ全ての教職員が研究発表会または研修
会等に参加することができた。 

②校内研修の一環として公開授業等を実施し
ているが、現状では本校独自の授業スタイ
ルの構築には至っていない。 

③「教員等の勤務に関する意識調査」におけ

る負担感・多忙感は 75%、学校業務改善の取

組の肯定的な回答は 50％であり、昨年度よ

りは多少改善された。 

Ｂ 

「学びのポイント」の視点に基づいた
「上中スタンダート」と言えるような
全教科共通の授業スタイルの構築を推
しすすめる。また、デジタル採点ツー
ルの本格運用や学校ＤＸ（ＩＣＴ）の
利活用、業務内容の見直しを図りなが
ら、教職員の負担感・多忙感の削減や
業務改善をより一層進めていく。 

 

・教職員の負担感や多忙感はど
のようなことが要因なのか。 
・負担感や多忙感を感じるのは
仕事をしているということだと
思う。今後もこの先生に教えて
もらえたと思ってもらえること
が大切ではないか。 
・業務の削減だけでなく、メン
タル面のフォローも必要であ
る。 


